
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ７月６日（土）に「川めぐり」を実施しました。コースは、第１発

着場(印西市立中央公民館裏)～弁天川(弁天堀)～手賀川～亀成川(入

口)～手賀川～六軒川(六軒堀)～第１発着場の約１時間の行程です。水

面に近い目線で見る景色は新鮮で、水辺に住む水鳥等を観察しながら

船が進んでいきます。手賀川に入ると川幅が大きく広がり発作地区の

広大な水田地帯の向こうには千葉ニュータウン地区の高層ビル群が

見えます。発作橋付近には数十羽のコブハクチョウが生息しており優

雅に泳ぐ姿を観察できます。六軒川の両岸には、石を積み上げた岸壁

跡も残っています。このコースの隠れた魅力は、１１本もの橋「六幸

橋、弁天橋、六軒水神橋、弁天川橋梁(ＪＲ成田線)、弁天水管橋、（無

名橋）、弁天大橋、関枠橋、六軒大橋、六軒水管橋、手賀川橋梁(ＪＲ

成田線)、六軒橋」を真下から見るという体験を味わえることです。 

六軒地区は、江戸時代の利根川の東遷に伴い、利根川と手賀沼の接

続地として大勢の人と物が行き交い大いに商業が栄え「江戸の台所」

と言われました。明治時代には、軽工業が発達し、銀座にも匹敵する

商都として大いに賑わいました。「六軒に行けばないものはない」と

いわれるほど様々な職種の商店が並んでいて、映画館やカフェもあり

ました。 

 六軒の鎮守は、水神社と厳島神社の二社合祀で、通常は弁天様と呼

ばれて親しまれています。厳島神社は、六軒の開拓に携わった宮島勘

右衛門が安芸(広島県)の宮島より勧請したものといわれています。境

内には、六軒出身の第２４代横綱「鳳谷五郎」の立派な碑が建ってい

ます。 

川面を滑るさやかな風を感じながら、また、のどかな風景に往時の

様子を思い浮かべながらの楽しい水上散歩となりました。 

 

講 座 ６： ぶ ら り  川 め ぐ  り  

船上での♪印西音頭♪熱唱！ 

発作橋のコブハクチョウ 

まじかで見る神輿は迫力満点！ 

弁天川橋梁（JR 成田線） 

厳島神社(六軒の弁天様) 

歴史を学びながらの水上散歩 


